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序

本書は教職課程の「特別支援教育」のςΩストとして作られた． 20 年Ϳりに教
育職員໔ڐ法が全面的にվ正され，2019 年度より࢝まった教職課程に「特別の支援
を必要とする幼児，児童及び生徒に対する理解」が৽たに加えられることになった
ためである．その背景のひとつは，通常学ڃに在籍する特別な教育的ニーズのある
児童生徒に対して，よりよい支援ができるようにするためと考えることができる．

学校教育の現場では，さまざまな課題がࢁ積しており，障害の有無に関係なく配
慮や支援を必要とする児童生徒が多数存在している．そのため，教員には৽たな知
ࣝや支援方法の取得が求められている．໔ڐ法のվ正では教職課程の質保障の؍点
から，教職課程のฤ成に当たり参考とする指針である「教職課程コアΧϦΩュラム」
が示された．本科目のコアΧϦΩュラムには，通常の学ڃに在籍する特別の支援を
必要とする児童生徒が，学習活動で達成感をもちながら学び，生きる力を身に付け
ていくことができるよう，必要な知ࣝや支援方法を理解することが全体目標として
げられている．つまり，すべての児童生徒を対象に，その困難に気づき，適切なܝ
支援を重ねることが求められているのである．

このςΩストは，日本体育大学の教員が中心となってࣥ筆されているが，わが国
の特別支援教育を最前ઢでਪ進してこられたॾ先生にもࣥ筆いただけることとなっ
た．そして，前述のコアΧϦΩュラムに沿って作成されていることから，教職課程
のあるどの学校でも用することができる．

さらにਂい学習をرする場合には，章にܝげた参考図書などを活用していた
だきたい．本書のなかで展開されている一人ひとりの違いを理解し，認め合うこ
と，そしてそれにともなう課題に対する具体的な指導方法が，現在そしてক来にわ
たって役立つことができればいである．本書が，教員をめざす大学生や，児童生
徒にかかわるすべての教職員や教育関連の関係者などに読まれ，ߨ義や研मに活用
され，特別支援教育の充実が図られることを期している．

最後に，本書のا画から出൛まで多大なるごް意を寄せていただいた中ࢁ書ళの
ླ木װࢯに，こころより感ँਃし上げる次第である．

2021 年 3 ݄

日本体育大学スϙーπ文化学部।教त

ฤ者を代表して　齋藤雅英
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मの と͜ᴷ͜Εから教育者をΊ͟ す܅へ

2  3

特別支援教育とスポーツ，そして未来へ

日本体育大学がෟଐの高等支援学校をւ道のࢢに設置して，はや 5 年の歳
݄が経つ．国立や公立の教員養成大学が支援学校を設置するのは，アメϦΧのࢣچ
ൣ大学の影響であろうが，経Ӧ的には੫の入なくしては成り立たない．なのに，
日体大は果に日本初の試みとして，私立大学でありながら支援学校の設置に踏み
出した．険である．教育に関わる強い覚ޛなくしてઓできない経Ӧの難しい学
校であろう．教員養成大学としてӬいྺ࢙をތる日体大は，特別支援学校教་໔ڐ
状を出すべく先ਞを切った．

日体大理事会，ධ議員会，そして教त会や同窓会のօさんの理解なくしては，支
援学校の設立は困難であるが，日体大に関係する多くのօさんには「人間愛」があっ
た．私立大学でありながら日体大が全国に教員をഐ出し，すべての児童・生徒を指
導する立場にあるがΏえ，他大学の卒業生に見られない強な「人間愛」が，一人ひ
とりの卒業生に॓っていてࢍ同してくれたのだ．このh 日体ࠢ こɦそが，私たちのތ
りである．

1964 年の東ژΦϦンピοク，レスϦンάٕڝでれがたい試合があった．トϧコ
代表のフセイン・アクバシュબ手対日本の上༸次બ手の決উઓ．フϦースタイ
ϧ・バンタムڃ，アクバシュબ手は前年のੈքνϟンピΦンだった．ۚメμϧ最有
力ީิだ．

試合は上બ手のউར，アクバシュબ手はۜメμϧだったが，顔にসみをうかべ
て上બ手をࢌえたのがҹ象的であった．表জࣜは，日本人٬؍が大ഥ手をこのト
ϧコ代表બ手にଃり，൴のಆを，༐気を؟にমきつける．私は大変なショοクを
受けたهԱを今ももち，いつも困ったときにોるほどの強さであった．

アクバシュબ手は，ਅっす͙าけない小児Ϛώ（ϙϦΦ）のレスラーだったのであ
る．ϙϦΦ・ϫクνンのなかったࠒ，日本でも多くの小児Ϛώの人たちがいた．大
きな体のϋンディをもちながら，スϙーπのなかでも過激かつ過ࠅであるレスϦ
ンάに取り組み，立にΦϦンピοク・メμϦストの間入りを果たした．私たち
に大きな感動を༩えてくれたばかりか，人間の強さをઆいてくれもした．

数年後，私は൴にインターϏューした．「なͥ，強くなれたのですか」との問いに，
「ϋンディをٯར用し，ಠ自のٕज़を創造できたからでしΐう」と，はにかみながら
．ってくれたޠ

私は日体大 3 年次ऴྃ後，アメϦΧのभ立東ミシΨン大学教育学部体育学科にฤ
入した．レスϦンά部のಜでϗームスςィをしたり，学生ྈで生活した．1 υ

D*$ �� ,

ϧ 360 ԁ，日本がまだഊઓ国としての形をとどめていた時代であった．Ώえに先
進国アメϦΧのҹ象は強で，何もかも刺激的．学Ϳべきことが多かったばかり
か，ཹ学生の多さにڻきもした．

っていた大学だけに，Ωϟンύス内に立な「ϋンディތを࢙大学のྺൣࢣچ
Ωϟοプ・スクーϧ」が設置されていた．教育学部生たちには，必म科目として実
習をその学校で行うΧϦΩュラム．私はिに 2 回，学校を๚れて体ૢと水ӭを指導
した．1 クラス 15 名，全員，αϦυϚイυによる྆手に障害のある児童たちであ
ったが，Ϛοトӡ動を教えると喜ばれた．前సだけでも൴らは興ฃした．水ӭも同
様に喜ばれた．

私は，すべての子どもたちに体育やスϙーπが必要なのだ，と௧感した．また，
どんなϋンディを体的にもとうとも，身体を動かす欲を強くもっているという
ことも学んだ．ٯに健常者の私たちのほうが，「障害児にӡ動をさせてはいけない」
と決め込んでいることを反省した．当時，私には障害児に対するภ見があったこと
をஏじるばかりである．

1992 年のΦϦンピοクはスϖインのバϧセϩφで行われた．私は /),ô57 の
レスϦンά解આ者として現地入りしていた．日本の報道֤社は多数のه者や関係者
を送り込み，報道合ઓはをଳびていた．

日体大 0# のϚラιン代表の୩口ߒඒબ手，有༟子બ手らを沿道で大声あげて
応援した．ੈք的にฆ૪がなく，文ࣈどおり平和のࡇయであった．

ΦϦンピοクがऴわったཌ日から，ंいすの人たちを֗で多く見かけた．「ύラ
Ϧンピοクが࢝まる」という．日程を変ߋして開会ࣜを؍た．感動するしかなかっ
た．ΦϦンピοクと同様の興ฃを感じる．ΩϦスト教国だからύラϦンピοクに人
気があるのだと思っていたが，それは私の誤解であった．

事هともϕタࢴ֤．国して৽聞を見たؼ 10 行，あの開会ࣜを，なͥきちんと伝
えないのか．あんなに多数のه者たちがいたのに，いったい，どこへ行ってしまっ
たのか．ه者たちには障害者たちのٕڝ会なんて興味を示すイϕントではなかった
のだ．൵しい現実であった．

当時，私はே日৽聞に݄ 1 回，「৽聞൷ධ」を連ࡌしていた．「ه者たちのภ見に
ショοク，障害者たちを応援すべき」という内容の原ߘを書いた．以後，ே日৽聞
のӡ動面では，障害者スϙーπを大きく報じてくれるようになったうえ，/), も
ਵしてくれるようになる．

私の代議士時代，「h スϙーπৼ興法 はɦݹくて現実にϚονしていない．東ژに
びΦϦンピοクをটகするためにも৽しい法が必要だ」という声が上がり，自࠶
ຽౘのԕ藤ར明（元ྠޒ相）代議士を中心に私たちは「スϙーπ基本法」を立法する議
員連ໍを作り活動した．
「スϙーπはੈք人ྨ共通の文化である」と前文 1 行目にあるが，これは私が書か

せたものである．एஉঁを問わず，健常者や障害者を問わず，国ຽすべてがスϙ
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ーπをするݖརを有するという法，国と自治体はそのために施ࡦをߨじなければ
ならない．

プϩとアϚの֞ࠜがなくなったこと，高齢者や障害者についてもه述されたこ
と，ΦϦンピοク・ムーϒメントが内แされていることなど，৽しい解ऍが法に
り込まれた．とりわけ，障害者がスϙーπに取り組みやすくしている点は，ݹい
ৼ興法では無視されていた面だ．高齢者にしてもしかり，スϙーπはए者だけの文
化だと捉えていた反省もあろうか．
「スϙーπ基本法」は，ੈք中の発展్上国やアジアの国々のϞデϧになることも

視に入れて作成された．国際化された社会，それは共生社会であることが前提で
ある．すべての人々が相互理解をਂめ，よく暮らすことができる，スϙーπを楽
しめる社会を創造することが大切である．

2021 年開催予定の東ژΦϦンピοクやύラϦンピοクは，1964 年時のそれとは
異なる．64 年のΦϦンピοクは，日本がഊઓから立ち直り，先進国への間入り
をᨳう大会で，一種のֵ໋であった．ιフト面，ϋーυ面，いずれもഊઓ後 18 年
で先進国を྇կする勢いで国を変え，多くのレΨシーをした．

2021 年の大会は，あらΏる差別をなくし，あらΏるภ見をࣺて，すべての人た
ちが共生する社会を構築することをレΨシーとするものだ．一人ひとり国ຽの心が
充実し，文ࣈどおりのバϦアフϦーの国家ݐ設をੈքに൸࿐するものでなければな
らない．それが近代社会の象徴であろう．

んで障害をもった人はいない．この人たちにرと༐気をいかにすれば༩える
ことができるか．それを私たちが考え，行動すべきだ．
「労作教育」「スϙーπ教育」「情ૢ教育」の 3 本பを主࣠に，日体大ෟଐ高等支援

学校はスタートした．৽しいタイプの人ࡐをഐ出し，期される学校にせねばなら
ないと覚ޛする．

日本体育大学理事長

দ࿘�݈࢛

青年は教師をめざす

ຖ年，大学入学試験の試験ಜを担当しているときに，੩ऐな教ࣨのなかで受験
する高校生の姿を؍することが多い．かなり重々しい雰囲気であるため，その੩
ऐをഁることはڐされないが，問題子をύラύラとめくるԻやԖ筆をॎԣに動か
すことで，それが何か無言の自己主ுであるかのように見えてしまう．高校生は，
決してそんなことを考えて受験するわけではないが，一人ひとり顔が違うように，
どのような状況でも必ず個性があるものだと実感する．൴らは，見事，大学生にな
った後に，いつの日か今の自分の行動を思い出すことがあるのだろうかと思いを
せる．

そのような高校生と，面接試験で向かい合うことがある．さて，この高校生はど
のような考え方をもっているのだろうか．それを知るには，対面して会話するのが
最もよい．そこで，まずۓுしている高校生に安心感とϦラοクスした気分を༩え
る意味もあって，「あなたは，なͥこの大学を受験したのですか．ࢤ動機を教え
てください」という質問をげかけてみる．この質問に対しては，おそらく事前に
࿅習してくるはずなので，しっかり答えられると，൴らはここで落ち着きを取り
すことができる．そこからが個性である．そして，൴らの多くは，必ずと言ってよ
いほど「私はক来，保健体育の教ࢣになって，子どもたちを指導したい」と答えるの
だ．そのように言ったのだから，さらになͥ教ࢣになりたいのかという理由をいろ
いろ考え出さなければならない．自分がत業のなかで教えを受けたり部活動のフィ
ーϧυのなかで指導を受けたりした特定の教ࢣやコーνを頭にඳき，その人と自分
とを同一視して，今度は自分が教ࢣやコーνの立場になって，子どもたちに体育や
スϙーπの楽しさを教えていきたいという結に౸達する．໋ݒに話しているプϩ
セスにも個性がある．もちろん，そのことばにِりはないはずだが，まだまだ教え
を受けるଆなのに，入試という場面では教えるଆに立って答えなければいけないよ
うだ．ྲྀெに話せると，「やった，うまく話せた」と思うに違いないが，そこから次
の個性が問われてくる．

学生のօさんは，「でもしか先生」ということばを聞いたことがあるだろうか．
1945（ত和 20）年 8 ݄にଠ平༸ઓ૪がऴ結し，ઓ後の෮興が進むなかで，全国֤地
の学校では教ࢣのઈ対数が不足していた．さらに高度経ࡁ成長と並行して教員࠾用
数が増加し，1970 年代ごろまで教ࢣをࢤする者は比ֱ的容қに就職することが
できた．しかし，経ࡁ成長に関わる՚やかな職種に就けない者，とくにやりたい
事が見つからない者は，方がないから「先生でも

4 4

やろうか」というফ極的な動機で
教職に就くことが多かった．あるいは自分の能力をৼり返り，今の自分にはとくに
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༏れたٕ能がないので「先生にしか
4 4

なれない」という理由で教ࢣをબする者がい
た．「でもしか先生」とは，そのような者をᎏ᎐したことばである．当時，「でもし
か先生」がどの程度存在していたのかは不明であるが，そのような安қな姿勢の教
に教育された子どもたちも，今やかなりの高齢者である．現在では，教職課程でࢣ
のཤम内容が増え，また教員࠾用試験が難しくなっていることから，教職への道は
当時に比べるとڱき門である．そのため，「でもしか先生」ということばは，すでに
になるにはࢣである．むしろ，今は「なるには先生」（教ޠࢮ

4 4 4 4

積極的な活動が必要だ
というझࢫ）を問う時代であるといってよいだろう．

ઓ前の教員養成は，ൣࢣ学校や高等ൣࢣ学校が担っていた．ઓ後はこの制度がվ
められ，文部省（現在の文部科学省）から認定された教職課程を有するすべての国公
私立大学において，所定の୯Ґをम得すれば教員໔ڐ状をत༩される．たとえば，
文部科学省が発表している学校基本調査を見ると，1960（ত和 35）年の大学・期
大学への進学率が 10.3％（高等学校への進学率は 57.7％）だったのに対し，2019（令
和元）年には 58.1％（高等学校への進学率は 98.8％）になり，進学率そのものは 5 ഒ
をえる．また，2018（平成 30）年度の教員໔ڐ状取得者は 21 ສ 3 ઍ人，同年の
公立学校教員࠾用બ考試験の受験者総数が 16 ສ人，࠾用者総数は 3 ສ 3 ઍ人，
全体で 4.9 ഒという数ࣈが示されている．試験区分別では，小学校 3.2 ഒ，中学校
6.8 ഒ，高等学校 7.7 ഒ，特別支援学校 3.5 ഒ，養護教་ 6.7 ഒ，栄養教་ 7.4 ഒな
どであり，この数ࣈから見ても「でもしか先生」の時代では考えられないほど࠾用の
．しさがうかがえるݫ

このところ，「教育ϧネαンス」ということばに触れることがある．ϧネαンスと
は「࠶生，෮活，෮興」を意味し，本来は文化ӡ動を指すことばであるが，あえて教
育に用する場合，それは現在の学校や教育のੈքにさまざまな問題がىこるから
であろう．

日本の教ࢣは多を極める．2019 年に公表された 0&$%（経ࡁ協力開発機構）に
よる国際教員指導環境調査（5"-*4）調査報5）ࠂ 年ຖに実施）によると，中学校教員
の 1 ि間の事時間は，調査した先進国のなかで最も長いという結果である．一方
でत業時間の合計は一൪く，その代わりに部活動などの課外指導，事務業務は参
加国で最長だった．小学校教員は，事時間，事務業務，त業準備が最長だったの
である．

なͥ，このように日本の教ࢣは多なのだろうか．教ࢣの本来の事は子どもた
ちへのत業であるはずだが，それはۈ務時間の 3 分の 1 にすぎない．さまざまな理
由が考えられるが，問題視されていることのひとつは，生徒指導に加え，会議への
参加や提出書ྨの作成など学校ӡӦにかかわる事の多さである．教ࢣの長時間ۈ
務なしには，学校ӡӦが成り立たないのが現状である．もっと子どもと向き合いた
いと思うのは教ࢣの本Իであろうが，現実には日常業務の過多のため指導に集中で
きない教ࢣが多く，個人的な時間をってでもやり繰りしようしているのが現状で
ある．自分のΩϟϦア・アοプに十分取り組めない，保護者との対応が難しいなど，

任感と໋感が強い反面，能力にかかわる自己ධՁが低く，ストレスがཷまって
バーンアトする教ࢣ，体േへΤスΧレートする教ࢣも目立つ．

それでも「੨年は教ࢣをめざす」のである．こんなΤピιーυがある．私が，教育
心理学関係の学会に参加していたとき，1 人のঁ性がニコニコして私に近づいてき
た．そして「先生，こんにちは」と話しかけてきたのである．いろいろ話を聞くと，
そのঁ性は中学校の教ࢣで，大学の教職課程で私のत業をཤमしたという．2 年間
の長期研मの機会を得たので，現在国立大学大学院のम士課程で勉強しているの
だそうだ．म士文を提出して，मྃ後はまた現場でؤுりたいと生き生きとޠっ
てくれたのである．とてもخしくなって，しばらくの間，大学や大学院，中学校，
研究の話などでり上がった．

教ࢣはັ力ある職業のひとつである．ಌれだけでは教ࢣになれないのはもちろん
だが，そのಌれが強い動機づけになって日々の努力へつながっている．ઓ後から今
日まで，ᆵҪ栄の小આ「ೋ十࢛のಏ」（1952 年），日本ςレϏυラϚ「中時代」

（1978 年），5#4 ςレϏυラϚ「3 年 # 組ۚീ先生」（1979 年），5#4 ςレϏυラϚ「ス
クーϧˑΥーズ」（1984 年），フジςレϏυラϚ「(50」（1998 年），日本ςレϏυ
ラϚ「ごくせん」（2002 年），5#4 ςレϏυラϚ「υラΰンࡩ」（2005 年）など，教ࢣ
や生徒を主人公にした話題作が社会にがった．これらの作から教ࢣのイメージ
が変化し，教ࢣをࢤす੨年の気持ちを動かしていったのであろう．

現在，日本では小学校，中学校，高等学校，中等教育学校，特別支援学校などに
の数はࢣ務する教ۈ 110 ສ人である．教員໔ڐ状の取得をめざして，大学の教職
課程をཤमする学生は多く，教職課程での学びに力を入れている大学も多い．ݫし
いながらも教ࢣの道へ門ށががっているので，एい教ࢣが増えることによる教ࢣ
全体のए返りが期される．հ護等体験や教職実践ԋ習，特別支援教育を含むΧϦ
Ωュラムの増加，教員໔ڐ状ߋ৽ߨ習制度の導入など，教ࢣを取りרく環境は確実
に৽たな展開へ進んでいる．ۤしいときもあるだろうが，大学生には信頼され愛さ
れる教ࢣをめざしてほしいものである．

日本体育大学スϙーπ文化学部　教त

藤ా�ओҰ
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学習のポイント

1.	特別支援教育とはどのような教育かを学ぼう．
2.	特別支援教育とインクϧーγϒ教育をろう．

尾崎康子先生（齋藤雅英先生） 9頁

特ผ支援教育と1
োの概念

「障害とは何か」とਘねられて何と答えるだろうか．ࣙԓ（第6൛）では「身
体ثに何らかのさわりがあって機能を果たさないこと」とઆ明されているが，
生活のなかで「障害」という言༿をそれ以上にあまりਂく考えることなく多用し
ているのではないだろうか．しかし，ひと口に障害といっても，োの֓೦は

時とともに，またࣾձの考え方によってมભしてきたことを知っておこう．
障害の֓೦は，ੈք保健機関（8)0）において示されており，日本をはじめ

国際社会ではその考え方にਵしている．8)0では，2001年に৽しい障害؍
としてࡍࠃੜػ׆ （ྨ*$'）が示された（図1）．それまでの障害の考え方は，
生物学的な障害があると能力障害にܨがり，それが引いては社会的不རとなる
というものであり，障害をϚイφス的な؍点として捉えられていた．それに対
して，*$'では，障害を考えるときに，その人がもっている健常の心身機能・
身体構造・参加状況さらにはプラスの環境Ҽ子に重点を置いてみなければなら

1

学習のポイント

ঢ়ଶ߁݈

ಈ׆

ࢠҼڥ ࢠਓҼݸ

ߏɾମػՃ৺ࢀ
生Ϩϕル 人Ϩϕルݸ ࣾձϨϕル

ਤ1 国際生活機能分類

（ް生労働省．h 国際生活機能分ྨʕ国際障害分ྨվగ൛ʱ2002を参考に筆者作成）

ないことを示しており，োのϚΠナス໘よりもΉしろϓラス໘を重ࢹすると

いうཱにཱっている．

特घ教育͔Β特ผ支援教育

日本では2007年に，それまでの特घ教育から特別支援教育へと制度が変ߋ
された（図2）．特घ教育では，3つの障害種別（知的障害・肢体不自由・病ऑ）
の養護学校と学校，学校に分かれていたものが，特別支援教育では，「特
別支援学校」という組みに౷一された．また，特घ学ڃは特別支援学ڃへと
名称が変ߋされた．そして，特ผ支援教育へのมߋにおいて࠷も重要なは，

ै来の特घ教育の対から֎れていた学習োʢ-%ʣ，注意ܽଟ動ੑো

ʢ"%)%ʣ，ػߴ能自ดなどの発達োを特ผ支援教育の対としてҐஔͮけ

たことである．これらの発達障害の児童生徒は知的障害をわないことが多い
ため，これまで通常学ڃに在籍していたが，通常学ڃでは適切な支援が受けら
れなかった．そこで，特別支援教育では，特別な支援を必要としている児童生
徒の一人ひとりの教育的ニーズに応じて支援する教育をめざし，発達障害の児
童生徒への支援体制を整えることになった．

特別支援教育のߏ
次に，特別支援教育全体の構造をみてみよう（図3）．特ผ支援教育を行う

として，特ผ支援学ߍ，そして通ৗのখ・த学ߍにある特ผ支援学ڃと通ڃに

よるࢦಋがある．
特別支援ֶߍは，障害の程度が比ֱ的重い子どもを対象として教育を行う学

校である．公立特別支援学校（小・中学部）の1学ڃの標準人数は6人であり，
対象障害種は，視覚障害，聴覚障害，知的障害，肢体不自由，病ऑ・身体ڏऑ
である．

2

特घ教育 特ผ支援教育
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養護学ߍ
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ਤ2 特殊教育から特別支援教育へ

近年では，「障害」でなく「障
がい」と表هされているこ
ともある．これはなͥなの
かしあってΈよう．また
それについて自身はどうߟ
えるか，ߟえをまとめてΈ
よう．

話しあってみよう

*$'：*ntFrnationaM	
$MassiGiDation	oG	'unDtioning,	
%isaCiMitZ	anE	HFaMth

障害の֓೦の変ભを学ぶた
め，*$'の前身となる*$*%H
についても調べてΈよう．

調べてみよう

-%：MFarning	EisaCiMitiFs

A%H%：attFntion�EFGiDit	
hZQFraDtivitZ	EisorEFr

ྨػ׆ੜࡍࠃ
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ୈ 1 ෦ 特別支援教育のྺ࢙と੍度

特別支援ֶڃは，障害のある児童生徒のために小・中学校に障害の種別ごと
に置かれる少人数の学ڃであり，1学ڃの標準人数は8人である．知的障害，
肢体不自由，病ऑ・身体ڏऑ，ऑ視，難聴，言ޠ障害，自ด・情ॹ障害の学
．があるڃ
௨ڃʹΑΔࢦಋは， 小・中学校の通常の学ڃに在籍する障害のある児童生徒

が，ほとんどのत業を通常の学ڃで受けながら，िに1 ʙ 8時ݶのස度で通ڃ
指導学ڃなどに出向いて，障害に基づく種々の困難のվળ・ࠀに必要な特別
の指導を受ける教育形態である．対象とする障害種は言ޠ障害，自ด，情ॹ
障害，ऑ視，難聴，-%，"%)%，肢体不自由および病ऑ・身体ڏऑである．

このように，特ผ支援教育は，োのある児ಐ生ెについて，一人ひとりの

教育的χʔζをѲし，োに応じたద切なࢦಋや必要な支援を行うことによ

って，そのՄ能ੑを࠷大ݶに৳ばし，自ཱとࣾձࢀՃに必要なྗをഓうことを

目的としている．これを実現するためには，障害の状態などに応じて，特別な
配慮に基づく教育課程や教ࡐの作成，専門的な知ࣝや経験をもつ教職員の配
置，障害に配慮した施設・設備の整備などが必要である．特घ教育から特別支
援教育への変ߋが，障害のある児童生徒にとって20-を高めるための大きな
一าとなることが期される．

ΠϯΫϧʔγϒ教育

ΠϯΫϧーγϒ教育とɹ
インクϧーシϒ（iODMVTiWe）は「แׅ的な」という意味であり，Πϯクルʔシブ

教育とは，োのある者とない者をแׅしてڞに学Ϳことをදしている．以前
からインクϧーシϒの考え方はএえられていたが，1994年のαラϚンΧ声明
において教育理೦としてのインクϧーシϒ教育を提ىしたことにより，一༂，
国際的に注目されることになった．さらに，2006年に「ো者のݖརʹؔ͢Δ
（以下，ো者ݖར）」が国連総会で࠾されたが，この障害者ݖར
の第24の1にインクϧーシϒ教育シスςムと明هされている（表1）．それ
によりインクϧーシϒ教育は，国際的な教育の組みとなった．

インクϧーシϒ教育シスςムについて文部科学省は「人間の多様性のଚ重等
を強化し，障害者がਫ਼ਆ的及び身体的な能力等を可能な最大ݶ度まで発達さ
せ，自由な社会にޮ果的に参加することを可能にするという目的の下，障害の
ある者と障害のない者が共に学Ϳインクϧーシϒ教育の組み」とઆ明してい
る．障害者ݖརは，日本だけでなくੈք֤国のの合意を得たものであ
り，こののもとに提এされているインクϧーシϒ教育は国際的なைྲྀとし
てさまざまな国で実践されている．この国際的な時代にあって，日本でもイン
クϧーシϒ教育が行の主導のもとに進められている．

3
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特別支援学級 通ৗの学級
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ਤ3 特別支援教育の対象の概念（義務教育段階）

（文部科学省．日本の特別支援教育の状況について．
৽しい時代の特別支援教育の在り方に関する有ࣝ者会議．2019を参考に筆者作成）

αϥϚンΧ໌

1994年にスϖインのαラ
マンΧで，Ϣネスίとスϖ
インによって։࠵され
たੈք会ٞにおいて࠾さ
れた，特別なニーズ教育に
関する声໌．

20-：2uaMitZ	oG	-iGF

文部科学省「特別支援教育
のࡏり方に関する特別委員
会ใ2012，「1ࠂ

障害者ݖར条が2006年
にࠃ連で࠾されてから，
2014年に日ຊでక結され
るまで，どんなྺ史があっ
たか調べてΈよう．
2011年		障害者基ຊ法վ正
2012年		障害者総合支援法
2013年		障害者差別解ফ法
2013年			障害者ޏ用ଅ進法

վ正

調べてみよう
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一าとなることが期される．

ΠϯΫϧʔγϒ教育

ΠϯΫϧーγϒ教育とɹ
インクϧーシϒ（iODMVTiWe）は「แׅ的な」という意味であり，Πϯクルʔシブ

教育とは，োのある者とない者をแׅしてڞに学Ϳことをදしている．以前
からインクϧーシϒの考え方はএえられていたが，1994年のαラϚンΧ声明
において教育理೦としてのインクϧーシϒ教育を提ىしたことにより，一༂，
国際的に注目されることになった．さらに，2006年に「ো者のݖརʹؔ͢Δ
（以下，ো者ݖར）」が国連総会で࠾されたが，この障害者ݖར
の第24の1にインクϧーシϒ教育シスςムと明هされている（表1）．それ
によりインクϧーシϒ教育は，国際的な教育の組みとなった．

インクϧーシϒ教育シスςムについて文部科学省は「人間の多様性のଚ重等
を強化し，障害者がਫ਼ਆ的及び身体的な能力等を可能な最大ݶ度まで発達さ
せ，自由な社会にޮ果的に参加することを可能にするという目的の下，障害の
ある者と障害のない者が共に学Ϳインクϧーシϒ教育の組み」とઆ明してい
る．障害者ݖརは，日本だけでなくੈք֤国のの合意を得たものであ
り，こののもとに提এされているインクϧーシϒ教育は国際的なைྲྀとし
てさまざまな国で実践されている．この国際的な時代にあって，日本でもイン
クϧーシϒ教育が行の主導のもとに進められている．
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ਤ3 特別支援教育の対象の概念（義務教育段階）

（文部科学省．日本の特別支援教育の状況について．
৽しい時代の特別支援教育の在り方に関する有ࣝ者会議．2019を参考に筆者作成）

αϥϚンΧ໌

1994年にスϖインのαラ
マンΧで，Ϣネスίとスϖ
インによって։࠵され
たੈք会ٞにおいて࠾さ
れた，特別なニーズ教育に
関する声໌．
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文部科学省「特別支援教育
のࡏり方に関する特別委員
会ใ2012，「1ࠂ

障害者ݖར条が2006年
にࠃ連で࠾されてから，
2014年に日ຊでక結され
るまで，どんなྺ史があっ
たか調べてΈよう．
2011年		障害者基ຊ法վ正
2012年		障害者総合支援法
2013年		障害者差別解ফ法
2013年			障害者ޏ用ଅ進法

վ正

調べてみよう
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ୈ 1 ෦ 特別支援教育のྺ࢙と੍度

合ཧ的ྀとɹ
インクϧーシϒ教育シスςムにおいて重要な֓೦に「߹ཧ的ྀ」がある．障

害者ݖརの24の2にも「障害のある者が一般的な教育制度から排আされ
ないこと，自己の生活する地域において初等中等教育の機会が༩えられるこ
と，個人に必要なh 合理的配慮 がɦ提供される等が必要とされている」と書かれ
ている（表1）．
Πϯクルʔシブ教育において，োのある子とない子がڞに学Ϳということ

は，྆方の子どもに؍٬的にಉじ質やྔの教育を༩えることではない．障害の
ある子どもの特性や障害由来のデメϦοトに対する合理的配慮を行うことによ
って，どの子どもも自分の教育的ニーズに的確に応えてもらうことこそが，共
に学Ϳインクϧーシϒ教育にとって重要な点である．

ところで，インクϧーシϒ教育が障害のある者とない者が共に学Ϳことであ
るなら，障害のある子どもだけを対象にした特別支援教育はインクϧーシϒな
対応ではないという意見がある．この問題に対して，文部科学省（特別支援教
育の在り方に関する特別委員会報1，2012ࠂ）は，「インクϧーシϒ教育シスς
ムにおいては，同じ場で共に学Ϳことを求するとともに，個別の教育的ニー
ズのある幼児児童生徒に対して，自立と社会参加を見据えて，その時点で教育
的ニーズに最も的確に応える指導を提供できる，多様でॊೈな組みを整備す

表1 障害者権利条約におけるインクルーシブ教育システムに関する条文

ୈ24

1　 కࠃɼڭҭʹ͍ͭͯͷোऀͷݖརΛೝΊΔ．కࠃɼ͜ ͷݖརΛࠩผͳ͠ ʹɼ͔ ͭɼػձͷۉΛج
ૅͱ͠ Δͨ͢ݱ࣮ͯ Ίɼ࣍ͷ ͱ͜Λతͱ͢ Δ͋ ΒΏΔஈ֊ʹ͓͚ΔোऀΛแ༰͢Δڭҭ੍ʢan inclusive 
education systemʣٴͼੜֶ֔शΛ֬อ͢Δ．ʢུޙʣ

2　కࠃɼ1ͷݖརͷ࣮ݱʹ Γͨɼ࣍ͷ ͱ͜Λ֬อ͢Δ．
　a． ো͕ऀোΛཧ༝ͱ͠  ҭ੍Ұൠ͔Βഉআ͞Εͳ͍͜ͱ ʢnot excluded from the generalڭͯ

education systemʣٴͼোͷ Δ͋ࣇಐ͕োΛཧ༝ͱ͠ ͯແঈͷ͔ͭٛతͳॳڭҭ Β͔ຢத
ҭڭ Β͔ഉআ͞ Εͳ͍ ͱ͜．

　b．  ো͕ऀɼଞͷऀͱฏʹɼࣗ ΔҬࣾձʹ͓͍ͯɼแ༰͢׆ͷੜݾ Ε͞ɼ࣭ ߴ͕͘ ɼ͔ ͭɼແঈͷॳڭ
ҭͷػձٴͼதڭҭͷػձΛ༩ Β͑ΕΔ͜ ͱ．

　c． ݸਓʹඞཁͱ͞ ΕΔ߹ཧతྀ͕ఏ͞ڙ ΕΔ͜ ͱ．
　d． ো͕ऀɼͦ ͷޮՌతͳڭҭΛ༰қʹ͢Δͨ ΊʹඞཁͳࢧԉΛڭҭ੍ҰൠͷԼͰड Δ͚͜ ͱ．
　e． ֶ తٴͼࣾձతͳൃୡΛ࠷େʹ͢Δڥʹ͓͍ͯɼશͳแ༰ͱ͍ ͏ඪʹ߹க͢ΔޮՌతͰݸผԽ Ε͞

ԉાஔࢧͨ ͱ͕ΒΕΔ͜ ͱΛ֬อ͢Δ͜ ͱ．

˞ ୈ24ͷ1ʹॻ͔Ε͍ͯΔʮ Β͋ΏΔஈ֊ʹ͓ Δ͚োऀΛแ༰͢Δڭҭ੍ʢan inclusive education systemʣʯΛΠϯΫϧʔγϒ
．ΜͰ͍ΔݺҭγεςϜͱڭ

ることが重要である．小中学校における通常の学ڃ，通ڃによる指導，特別支
援学ڃ，特別支援学校といった，連続性のあるh 多様な学びの場 をɦ用意してお
くことが必要である」とઆ明している． 

बֶのϓϩηε

幼児期の障害のある子どもの多くは，保育所，幼稚園，認定こども園などの
保育機関に入園するが，どの機関が適しているかを判断する公的に౷一した基
準があるわけではなく，保護者がرした保育機関が受け入れを認めたときに
入園が決定される．それに対して，小学校に就学するときには，ࢢொଜの教育
委員会によって一定の基準のもとに就学先に対する総合的判断が行われる．

ब学ઌܾఆ·ͰのྲྀΕ
就学先決定までの具体的なྲྀれを図5に示す．まず小学校に就学が予定され

ている子どもは，全員が学齢にొされ，बֶ߁݈࣌அ（以下，就学時健
診）を受診する．この就学時健診は，ࢢொଜの教育委員会によって，就学の前

4

ਤ5 障害のある児童生徒の就学先決定について
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बֶ߁݈࣌அ

߹ཧ的ྀ

「障害のある子どもが，他
の子どもと平等に『教育を
受けるݖར』をڗ有・行使す
ることを確保するために，
学校の設置者及び学校が必
要かつ適当な変ߋ・調を
行うことであり，障害のあ
る子どもに対し，その状況
に応じて，学校教育を受け
る場合に個別に必要とされ
るもの」であり，「学校の設
置者及び学校に対して，体
制面，ࡒ面において，ۉ
をࣦしたຢは過度のෛ担ߧ
を課さないもの」（特別支
援教育のࡏり方に関する特
別委員会，2012）．
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ୈ 1 ෦ 特別支援教育のྺ࢙と੍度

合ཧ的ྀとɹ
インクϧーシϒ教育シスςムにおいて重要な֓೦に「߹ཧ的ྀ」がある．障

害者ݖརの24の2にも「障害のある者が一般的な教育制度から排আされ
ないこと，自己の生活する地域において初等中等教育の機会が༩えられるこ
と，個人に必要なh 合理的配慮 がɦ提供される等が必要とされている」と書かれ
ている（表1）．
Πϯクルʔシブ教育において，োのある子とない子がڞに学Ϳということ

は，྆方の子どもに؍٬的にಉじ質やྔの教育を༩えることではない．障害の
ある子どもの特性や障害由来のデメϦοトに対する合理的配慮を行うことによ
って，どの子どもも自分の教育的ニーズに的確に応えてもらうことこそが，共
に学Ϳインクϧーシϒ教育にとって重要な点である．

ところで，インクϧーシϒ教育が障害のある者とない者が共に学Ϳことであ
るなら，障害のある子どもだけを対象にした特別支援教育はインクϧーシϒな
対応ではないという意見がある．この問題に対して，文部科学省（特別支援教
育の在り方に関する特別委員会報1，2012ࠂ）は，「インクϧーシϒ教育シスς
ムにおいては，同じ場で共に学Ϳことを求するとともに，個別の教育的ニー
ズのある幼児児童生徒に対して，自立と社会参加を見据えて，その時点で教育
的ニーズに最も的確に応える指導を提供できる，多様でॊೈな組みを整備す

表1 障害者権利条約におけるインクルーシブ教育システムに関する条文

ୈ24

1　 కࠃɼڭҭʹ͍ͭͯͷোऀͷݖརΛೝΊΔ．కࠃɼ͜ ͷݖརΛࠩผͳ͠ ʹɼ͔ ͭɼػձͷۉΛج
ૅͱ͠ Δͨ͢ݱ࣮ͯ Ίɼ࣍ͷ ͱ͜Λతͱ͢ Δ͋ ΒΏΔஈ֊ʹ͓͚ΔোऀΛแ༰͢Δڭҭ੍ʢan inclusive 
education systemʣٴͼੜֶ֔शΛ֬อ͢Δ．ʢུޙʣ

2　కࠃɼ1ͷݖརͷ࣮ݱʹ Γͨɼ࣍ͷ ͱ͜Λ֬อ͢Δ．
　a． ো͕ऀোΛཧ༝ͱ͠  ҭ੍Ұൠ͔Βഉআ͞Εͳ͍͜ͱ ʢnot excluded from the generalڭͯ

education systemʣٴͼোͷ Δ͋ࣇಐ͕োΛཧ༝ͱ͠ ͯແঈͷ͔ͭٛతͳॳڭҭ Β͔ຢத
ҭڭ Β͔ഉআ͞ Εͳ͍ ͱ͜．

　b．  ো͕ऀɼଞͷऀͱฏʹɼࣗ ΔҬࣾձʹ͓͍ͯɼแ༰͢׆ͷੜݾ Ε͞ɼ࣭ ߴ͕͘ ɼ͔ ͭɼແঈͷॳڭ
ҭͷػձٴͼதڭҭͷػձΛ༩ Β͑ΕΔ͜ ͱ．

　c． ݸਓʹඞཁͱ͞ ΕΔ߹ཧతྀ͕ఏ͞ڙ ΕΔ͜ ͱ．
　d． ো͕ऀɼͦ ͷޮՌతͳڭҭΛ༰қʹ͢Δͨ ΊʹඞཁͳࢧԉΛڭҭ੍ҰൠͷԼͰड Δ͚͜ ͱ．
　e． ֶ తٴͼࣾձతͳൃୡΛ࠷େʹ͢Δڥʹ͓͍ͯɼશͳแ༰ͱ͍ ͏ඪʹ߹க͢ΔޮՌతͰݸผԽ Ε͞

ԉાஔࢧͨ ͱ͕ΒΕΔ͜ ͱΛ֬อ͢Δ͜ ͱ．

˞ ୈ24ͷ1ʹॻ͔Ε͍ͯΔʮ Β͋ΏΔஈ֊ʹ͓ Δ͚োऀΛแ༰͢Δڭҭ੍ʢan inclusive education systemʣʯΛΠϯΫϧʔγϒ
．ΜͰ͍ΔݺҭγεςϜͱڭ

ることが重要である．小中学校における通常の学ڃ，通ڃによる指導，特別支
援学ڃ，特別支援学校といった，連続性のあるh 多様な学びの場 をɦ用意してお
くことが必要である」とઆ明している． 

बֶのϓϩηε

幼児期の障害のある子どもの多くは，保育所，幼稚園，認定こども園などの
保育機関に入園するが，どの機関が適しているかを判断する公的に౷一した基
準があるわけではなく，保護者がرした保育機関が受け入れを認めたときに
入園が決定される．それに対して，小学校に就学するときには，ࢢொଜの教育
委員会によって一定の基準のもとに就学先に対する総合的判断が行われる．

ब学ઌܾఆ·ͰのྲྀΕ
就学先決定までの具体的なྲྀれを図5に示す．まず小学校に就学が予定され

ている子どもは，全員が学齢にొされ，बֶ߁݈࣌அ（以下，就学時健
診）を受診する．この就学時健診は，ࢢொଜの教育委員会によって，就学の前
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（文部科学省，小中学校等への就学について2019．）

बֶ߁݈࣌அ

߹ཧ的ྀ

「障害のある子どもが，他
の子どもと平等に『教育を
受けるݖར』をڗ有・行使す
ることを確保するために，
学校の設置者及び学校が必
要かつ適当な変ߋ・調を
行うことであり，障害のあ
る子どもに対し，その状況
に応じて，学校教育を受け
る場合に個別に必要とされ
るもの」であり，「学校の設
置者及び学校に対して，体
制面，ࡒ面において，ۉ
をࣦしたຢは過度のෛ担ߧ
を課さないもの」（特別支
援教育のࡏり方に関する特
別委員会，2012）．
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学習のポイント

1.	 	「自ด」という֓೦と，その原Ҽにまつわるྺ史的経Ңについて学ぼう．
2.	 	自ดスϖクトラϜ児の多様性と，指導するଆのݶքについてߟえてΈよう．

सڮ ް先生（Ӊ෦߂子先生）ɹ��頁

ASDの理解と支援7
概念

自ดという診断֓೦は1943年，アメϦΧのਫ਼ਆ科医Χφー（,aOOeS, -.）が
「૱明な容・常同行動・高いهԱ力・機ցૢ作の愛好」などの特異な状をも
つ例を報ࠂし，aVtiTNと໋名したことが最初であるとされている．ただ，
このBVUJTN（ࣗด）という診断֓೦は，ྺ࢙的に大変なឯ余ંۂを経て，さ
まざまなݺび方，たとえば，「自ด」「൚性発達障害」「自ดスϖクトラム障
害」と言われ，そして最近の%4.ô5の定義ではࣗดεϖΫトϥϜ（"4%）と
܈ばれるようになっている．また，高機能自ดとしてのアεϖϧΨーީݺ
もいわΏる「自ด」にྨする֓೦として認知されている．

このように「自ด」がさまざまなݺばれ方，あるいは診断֓೦で捉えられて
きた理由は自ดの「状」（状ではなく，その人の特性，あるいは個性とし
て考えようとするྲྀれも出てきている）が一人ひとり，変化に富むためである．
これは現象面としては「自ด」のある子ども，あるいは成人の行動が，それこ
そ一人ひとり違っていて，ඇ常に多࠼な行動として表現されること，つまりス
ϖクトラム（の৭成分のようにάラデーションをもった一連の変化ύターン）
として捉えるべき特性があることを意味している．

こうした一般の人の行動ύターンからは多少，あるいはかなり異なった行動
特性をもつがΏえに，自ดの行動特性のある子ども，あるいは成人が社会生
活をӦむことには，多くの社会的な困難（障害）をう場合が多い．言い換えれ
ば，他者（地域社会の間）から正当に，そして公正に自分の行動を理解され，
受容されることが困難な場合があるのが現状である．

分類

自ดスϖクトラムの原Ҽが現在ではまだ特定されていないため，自ดスϖ
クトラムを適切に分ྨすることはあまり有ӹとはいえない．現在では自ดス

ϖクτラϜは「自ด」「൚ੑ発達ো」「ΞスϖルΨʔީ܈」などをؚΉ

1

2

学習のポイント

೦と考えられていて，が生期，周生期，そして幼児期に発達してい֓ױ࣬
く過程でىきたの機能および構造上の発達障害がその中֩にあるਆ経発達障
害であると考えられている．

原因

自ดの原Ҽは前述のように，まだ特定されていないが，おそらく，1つの
原Ҽにより自ดスϖクトラムが発生するのではなく，ଟくのҨ伝的な要Ҽが

ෳࡶに関࿈し合い，の発達్上でىきたԿらかののػ能োがݪҼである

と考えられている．

Ңܦ的࢙のྺڀҼݪ
ところで，自ดスϖクトラムの原Ҽを究する過程において，「自ดスϖ

クトラムにとって，の発達上の機能障害が重要な要Ҽである」という考え
方に౸達するまでには，ྺ࢙的に൵ܶ的なឯ余ંۂがあったことをれてはな
らない．自ดのない一般人が自ดのある子どもや成人本人が生き生きとで
きるように支援していくためには，このྺ࢙的なឯ余ંۂを正面から見据えて
その問題点をしっかりと理解しておくことはきわめて大切なことである．これ
を知らないと，また同じような過ちを൜すことになるため注意が必要である．
その意味で，ここでは自ดの原Ҽがྺ࢙的にどのように考えられてきたのか
を֓؍する．

ΧφーのʮྫྷͨいઆʹྫྷଂݿϚβーઆʯ
1943年，アメϦΧのਫ਼ਆ科医Χφーが「૱明な容・常同行動・高いهԱ力・

機ցૢ作の愛好」などの特異な状をもつ例を報ࠂし，aVtiTNと໋名したこ
とはすでに述べた．その後の経過をみると，Χφーが提এした「ྫྷ͍ͨઆ
ʹྫྷଂݿϚβーઆ」により自ดの正しい理解がたいへんげられてしまった．
少なくとも1950年代から1970年代はΧφーによる「ྫྷたい（ྫྷଂݿϚザー）
આ」がੈを੮ݔしていた時代であった．

特に，日本ではΧφーのྫྷଂݿϚザーઆとともに，1970年半ばに，ྟচ医
の発案による「原病」という用ޠがྲྀ行し，ᄶଉ，不ొ校などにむ子どもの
状と൴らのこころの問題のҼ果関係について，「こうした子どもがᄶଉなど
の状を発させた原Ҽはの子育て方法に問題があるからだ」という考え
方がੈ間にく受け入れられた．この「原病」という，かなりあいまいな࣬病
֓೦がまことしやかにಠりาきをしたことをきっかけとして，自ดのある子
をもつは地域社会からஶしい誤解とภ見で見られるようになった．

心身に障害のある子どもの特別支援教育に現在携わっている教་，支援者，
医療ै事者，ྟচ心理士，ྟচ発達心理士などの職種のスタοフはもちろんの

3

ྫྷ͍ͨઆ

Χナーは自ดの原Ҽは後
ఱ的での愛情不足によ
る心Ҽ性だとओுし，自ด
児をもつを冷ଂݿマ
ザ ー（rFGrigFrator	NothFr）
と呼び，自ดは不適切で
Թかさにܽけた子育てが原
Ҽとߟえた．このߟえ方は
後に൱定されることになっ
たが，当࣌のアϝリΧ，そ
して日ຊではこのΧナーの
冷ଂݿマザー説が広く受け
ೖれられてしまった．

A4%：autisN	sQFDtruN	
EisorEFr

ಙ重．『原පᴷがٱ
原Ҽで増える子どものҟ
ৗ』αンマーク出൛．1979
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特別支援教育_7章.indd   84-85 2021/04/21   20:58



7 A4D のཧղと支援

 8584

学習のポイント

1.	 	「自ด」という֓೦と，その原Ҽにまつわるྺ史的経Ңについて学ぼう．
2.	 	自ดスϖクトラϜ児の多様性と，指導するଆのݶքについてߟえてΈよう．

सڮ ް先生（Ӊ෦߂子先生）ɹ��頁

ASDの理解と支援7
概念

自ดという診断֓೦は1943年，アメϦΧのਫ਼ਆ科医Χφー（,aOOeS, -.）が
「૱明な容・常同行動・高いهԱ力・機ցૢ作の愛好」などの特異な状をも
つ例を報ࠂし，aVtiTNと໋名したことが最初であるとされている．ただ，
このBVUJTN（ࣗด）という診断֓೦は，ྺ࢙的に大変なឯ余ંۂを経て，さ
まざまなݺび方，たとえば，「自ด」「൚性発達障害」「自ดスϖクトラム障
害」と言われ，そして最近の%4.ô5の定義ではࣗดεϖΫトϥϜ（"4%）と
܈ばれるようになっている．また，高機能自ดとしてのアεϖϧΨーީݺ
もいわΏる「自ด」にྨする֓೦として認知されている．

このように「自ด」がさまざまなݺばれ方，あるいは診断֓೦で捉えられて
きた理由は自ดの「状」（状ではなく，その人の特性，あるいは個性とし
て考えようとするྲྀれも出てきている）が一人ひとり，変化に富むためである．
これは現象面としては「自ด」のある子ども，あるいは成人の行動が，それこ
そ一人ひとり違っていて，ඇ常に多࠼な行動として表現されること，つまりス
ϖクトラム（の৭成分のようにάラデーションをもった一連の変化ύターン）
として捉えるべき特性があることを意味している．

こうした一般の人の行動ύターンからは多少，あるいはかなり異なった行動
特性をもつがΏえに，自ดの行動特性のある子ども，あるいは成人が社会生
活をӦむことには，多くの社会的な困難（障害）をう場合が多い．言い換えれ
ば，他者（地域社会の間）から正当に，そして公正に自分の行動を理解され，
受容されることが困難な場合があるのが現状である．

分類

自ดスϖクトラムの原Ҽが現在ではまだ特定されていないため，自ดスϖ
クトラムを適切に分ྨすることはあまり有ӹとはいえない．現在では自ดス

ϖクτラϜは「自ด」「൚ੑ発達ো」「ΞスϖルΨʔީ܈」などをؚΉ

1

2

学習のポイント

೦と考えられていて，が生期，周生期，そして幼児期に発達してい֓ױ࣬
く過程でىきたの機能および構造上の発達障害がその中֩にあるਆ経発達障
害であると考えられている．

原因

自ดの原Ҽは前述のように，まだ特定されていないが，おそらく，1つの
原Ҽにより自ดスϖクトラムが発生するのではなく，ଟくのҨ伝的な要Ҽが

ෳࡶに関࿈し合い，の発達్上でىきたԿらかののػ能োがݪҼである

と考えられている．

Ңܦ的࢙のྺڀҼݪ
ところで，自ดスϖクトラムの原Ҽを究する過程において，「自ดスϖ

クトラムにとって，の発達上の機能障害が重要な要Ҽである」という考え
方に౸達するまでには，ྺ࢙的に൵ܶ的なឯ余ંۂがあったことをれてはな
らない．自ดのない一般人が自ดのある子どもや成人本人が生き生きとで
きるように支援していくためには，このྺ࢙的なឯ余ંۂを正面から見据えて
その問題点をしっかりと理解しておくことはきわめて大切なことである．これ
を知らないと，また同じような過ちを൜すことになるため注意が必要である．
その意味で，ここでは自ดの原Ҽがྺ࢙的にどのように考えられてきたのか
を֓؍する．

ΧφーのʮྫྷͨいઆʹྫྷଂݿϚβーઆʯ
1943年，アメϦΧのਫ਼ਆ科医Χφーが「૱明な容・常同行動・高いهԱ力・

機ցૢ作の愛好」などの特異な状をもつ例を報ࠂし，aVtiTNと໋名したこ
とはすでに述べた．その後の経過をみると，Χφーが提এした「ྫྷ͍ͨઆ
ʹྫྷଂݿϚβーઆ」により自ดの正しい理解がたいへんげられてしまった．
少なくとも1950年代から1970年代はΧφーによる「ྫྷたい（ྫྷଂݿϚザー）
આ」がੈを੮ݔしていた時代であった．

特に，日本ではΧφーのྫྷଂݿϚザーઆとともに，1970年半ばに，ྟচ医
の発案による「原病」という用ޠがྲྀ行し，ᄶଉ，不ొ校などにむ子どもの
状と൴らのこころの問題のҼ果関係について，「こうした子どもがᄶଉなど
の状を発させた原Ҽはの子育て方法に問題があるからだ」という考え
方がੈ間にく受け入れられた．この「原病」という，かなりあいまいな࣬病
֓೦がまことしやかにಠりาきをしたことをきっかけとして，自ดのある子
をもつは地域社会からஶしい誤解とภ見で見られるようになった．

心身に障害のある子どもの特別支援教育に現在携わっている教་，支援者，
医療ै事者，ྟচ心理士，ྟচ発達心理士などの職種のスタοフはもちろんの

3

ྫྷ͍ͨઆ

Χナーは自ดの原Ҽは後
ఱ的での愛情不足によ
る心Ҽ性だとओுし，自ด
児をもつを冷ଂݿマ
ザ ー（rFGrigFrator	NothFr）
と呼び，自ดは不適切で
Թかさにܽけた子育てが原
Ҽとߟえた．このߟえ方は
後に൱定されることになっ
たが，当࣌のアϝリΧ，そ
して日ຊではこのΧナーの
冷ଂݿマザー説が広く受け
ೖれられてしまった．

A4%：autisN	sQFDtruN	
EisorEFr

ಙ重．『原පᴷがٱ
原Ҽで増える子どものҟ
ৗ』αンマーク出൛．1979

%4.��
ˠQ���

BVUJTNʢࣗดʣ

ࣗดεϖΫτϥϜ

ΞεϖϧΨーީ܈

特別支援教育_7章.indd   84-85 2021/04/21   20:58



7 A4D のཧղと支援

86  87

ୈ 2 ෦ 障害特性のཧղと支援および指導のํ๏

こと，ক来，特別支援教育の担い手として活༂しようとしている学生ॾ܅はこ
のྺ࢙的な൵ܶをೋ度と繰り返さないように，十分に注意・配慮をすることが
重要である．

ϥターのޠݴ・ೝ障害આ
時代が1970年代に入るとアメϦΧでΧφーの「ྫྷたいઆ」の基礎となっ

ていた，情ॹ的要Ҽઆを൱定する研究者がイΪϦスで現れた．イΪϦスの医ࢣ
ラター（3VtteS, ..）である．ラターは自ดとは「ث質的」な障害であるとし
て，ޠݴɾ認োઆをএえた．このઆをきっかけとして，自ดの原Ҽは心
Ҽやの養育態度が原Ҽなのではなく，の発達に障害があって生じる状
であるという考え方に基づき，Ҩ伝学やਆ経学的な研究がٸに展開され，そ
の結果として心理学の分ではߦ動ྍ๏がさかんとなった．

γϣϓϥーの5&"$$)ϓϩάϥϜ
さらに，アメϦΧのショプラー（4DIPQMeS, &.）がΧφーの「ྫྷଂݿϚザーԾ

આ」にਅっ向から反対し，行動理と認知理を合体させた自ด支援プϩά
ラムを作り，「構造化」が重要であると主ுした．൴は「自ดとその関連する
領域にあるコミュニケーション障がいの子どもたちの治療と教育プϩάラム」

（5&"$$)）を創設し，この5&"$$)プϩάラムは自ด児およびその支援
者や保護者にԸܙを༩え続けている．

ਆܦՊ学の発లʹΑるมԽ
最近の20数年の間で，ਆ経科学（科学）特に社会性や感情との関係の研

究がஶしく発展してきているので，自ด児のがわれわれ一般人と，どうい
った点で違う働きをしていて，またどのような点で共通点があるのか少しずつ
明らかになってきた．
自ดスϖクτラϜのある子どもや成人は，われわれ一ൠ人とはҟなるཧղ

の方・ಠ特の方๏でこのੈքをೝ識し，Ѳしようとしている．だからこそ，
൴ら一人ひとりのの働き方をଚ重し，の働きの総合的な姿としての自ดス
ϖクトラムの「こころの在り方」をଚ重することが大切なのである．そして，

「ύーιン・センターυ」な療育・教育的な支援を基࣠として，自ดスϖクトラ
ムのある子どもや成人を，われわれ一般人が決して出しΌばらずに，温かく
そっと支える態度で൴らに寄り添って，ともに生きる道を見つけることが大切
である．

特徴

自ดスϖクトラムの3大特徴は，以下の通りである．

̍．対人関係を作るのがۤ手（ࣾ会的相互作用が不ಘ意）である．
̎．他者とίϛϡニέーγϣンを取るのがۤ手である．
̏．	同調行動と呼ばれるようなύλーンԽしたڵຯや行動があり，それら

のڵຯや行動へのこだわりがたいへんڧい

さらに，感覚がたいへん過හで，Իや߳り，৭࠼，ҥྨのςクスνϟー（感
触）にӶහであったり，他者に触られることを嫌ったりする．一方，感覚がී
通よりかなりಷ感な場合もあり，汚れていてもまったく気にならないとか，ී
通の人であれば，くてとてもҿめないような温度のおをخしそうにҿみ込
むなどの行動を示すこともある．ただ，一般人でも程度の差はあるものの，そ
れぞれにこだわりがあるのは通常であるので，特に，自ด児のこͩわりを

「ҟৗ」とか「ঢ়」としてϨοテルுりをすることは৻重にする必要がある．
また，自ดスϖクトラムは知的障害とは診断֓೦としては異なるが，自ด

スϖクトラムのある子どもには知的障害をうケースが多数あるのも事実で
ある．

自ดは100人に1人程度の割合で存在すると報ࠂされている（アメϦΧの
࣬病予理センター $%$の最৽の調査では68人に1人）．

教育課程

ࣗดεϖΫτϥϜの基本ύοέーδʢ�ͭのபʣ
自ดスϖクトラムの教育課程は，ྺ࢙的に考えると小学校，中学校に設置

された学ڃがϕースとなっているため，小学校，中学校において対象となる児
童・生徒の所ଐする学年に準ずる教育課程が基本となる．つまり，ᶃ「֤教Պ

などのࢦಋ」をج本として，ᶄ「自ཱ活動の時間」，さらにᶅ「ަྲྀおよびڞಉ学

習」を�つのபとしてこれらを�つのύοέʔジとして考える．また，特別支
援学校指導要領を参考にして，学ڃや児童・生徒の実態に応じた教育目標や教
育内容をそれぞれの学校で決める必要がある．

最近では，自ดスϖクトラムのある児童・生徒の小学校・中学校卒業後の
社会参加や自立（就職）なども考慮する必要性から，学習上の困難さだけではな
く，日常生活上の困難，特に他者とのコミュニケーション行動の促進を目的と

4

5
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言ޠの発達がれる場合，
あるいは一応言ޠ発達が順
調に進んでいながら，自ด
の進లとともに，言ޠが
にୀԽしてしまうέーٸ
スもある．また，発が一
般児童よりれ，あるいは
変わった言葉の使い方をす
る場合もある（反ڹ言ޠ：エ
ίラリア）．

˞	たとえば，いつも同じϧートを௨り，同じ৯ಊに同じೖりޱからೖり，同
じ੮に࠲らないとམち着かない．同じ服を着ないと不安になる．身体を༳
らす，指をͺちͺちやり続けるなど特定の行動をいつまでも܁りฦす．

5&"$$)

「5rFatNFnt	 anE	EEuDation	
oG 	 Aut ist iD 	 anE	 rFMatFE	
$oNNuniDation�hanEiDaQQFE	
$hiMErFn」のུで，ถࠃϊー
スΧϩライナभで1972年以
དྷ実践されている自ดスϖ
クトラϜのある子どもと
そのՈを対とした生֔
支援ϓϩグラϜ．

ύーιンɾηンターυ

「ύーソン・ηンλーυ」έア
は認に対する実践方法
であり，「その人らしさ」
（ύʕソンフου）を重視し，
その人の安ら͗と安心感を
尊重するέア．
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した指導を「ཱࣗ׆動のࢦಋ」として取り入れる学校が増えてきている．自立活
動のत業数については，֤児童生徒の障害の内容や程度に応じて適切に定める
こととされている．ただ，त業の総時間数があらかじめ֤学年に対して定めら
れているので，自立活動のत業時間を増やせば，他の教科のत業時間数をݮら
す必要がある．そこで他の教科とのバランスを考えたうえで自立活動の目標や
指導の内容を明هした個別の指導計画を作成することが必要である．

自ดスϖクトラムのある児童・生徒には，前述した3大特徴（Q.87）がある．

そこで，教科の学習はもちろん必要ではあるものの，൴らのこころの安定お

よび安心感，そして൴ら自身が生き生きと自৴をもって生活できるための

を࠷重要な教育課題としてあ͛ることが大切となる．その意味で，自立活動と
交ྲྀ，および共同学習の時間はたいへんに重要な教育課程であると考えられ
る．

ಈの指導׆ཱࣗ
自立活動の指導は֤教科（ம参র）などとの関連性をີ接にもたせたうえ

で，自ดスϖクトラムのある児童・生徒一人ひとりの障害の状態や発達の様
子（つまずきの内容）に応じて個別の指導目標を定め，指導内容を考慮して指導
をすることが必要であり，同時にઈえず本人のস顔や行動，そして理解度や安
心感などを総合的に判断して，そうした本人から得られた情報（日ࠒの؍結
果）を指導目標や指導内容にઈえずフィーυバοクをしながら，Ϧアϧタイムで
現状に合わせて指導目標や指導内容をඍ調整することをれないことが重要で
ある．

ϕουの͞に߹ΘͤͯऀױのΛͬͯͳらͳい

ҩ学の分野でҩ学生にྟচҩ学を教えるࡍに必ͣ言うことは，「ϕου
の長さに合わせてױ者の足を切ってはならない」ということである．つま
り，自らがࡦ定した教育方法を実施したところ，それに合கしない児童や
生徒の行動が観察された場合には，「教育方法に合わない子どもだ」とレο
ςϧషりをするのではなく，「この子どもがせ感を感じていない教育課
ఔなのだから，教育課ఔそのものを調する必要がある」と省すること
が重要なのである．

　
֤教Պの指導

自ดスϖクトラムのある児童・生徒に対する֤教科の指導を考える場合に
は，ୈ一に，その子どもに知的োがっているかどうか，がݕ౼課題とな

る．知的障害をう子どもに対する教育課程に準ڌした֤教科の指導をϕース
として行う必要がある．一方，知的障害をわない自ดスϖクトラムの子ど
もの場合には，֤教科の指導は基本的に通常の学ڃに準ずるやり方で実施すれ
ばよい．以下の解આにおいては，知的障害をわない自ดスϖクトラムの子
どもに対する֤教科の指導を中心に解આする．

前述のように，自ดスϖクトラムのある児童・生徒に対しては，社会的な
コミュニケーション行動の促進などを積極的に指導することが大切であるの
で，自立活動の指導の時間を十分に取る必要がある．そのため，֤教科のत業
時間数は必然的にݮ少することとなる．このあたりのさじ加ݮ，言い換えれば，
自立活動の時間と֤教科の時間のバランスの取り方については，自ดスϖクト
ラムのある児童・生徒の行動؍を৻重に行い，同時に൴らの情ॹの変化ύ
ターンの؍を行動؍と合わせて実施したうえで，֤児童・生徒の障害のあ
りように応じた指導内容をྟ機応変に検討・ඍ調整をすることが重要である．

ただ，自ดスϖクトラムのある児童・生徒一人ひとりの個性（障害の状態）
に合わせた適切な指導を計画するといっても，実際のところは，全体の指導時
間が決まっているという制ݶのなかで，自ดスϖクトラムのある本人，一

・	小学校での教科：生活，
，，ࣾ会，理科ࢉ，ޠࠃ
Ի楽，図画作，体育，
Ո庭，ಓಙ，外ޠࠃ活動，
総合的な学習の࣌間，特
別活動
・	中学校での教科：ޠࠃ，
ࣾ会，学，理科，Ի楽，
ඒज़，保健体育，ٕज़・
Ո庭，外ޠࠃ，બ科目
など，ಓಙ，総合的な学
習の࣌間，特別活動

自ดスϖクトラϜのある
児童・生徒を指導する教諭
の方々および，これから教
諭になろうとする学生ॾ܅
はこのݶքを，決してれ
ͣに，自らが提供する教育
課ఔが必ͣしもຊ人に࠷適
なものでないՄ性がある
ことはઈえͣ自省しながら
൴らの教育実践に活༂する
ことが重要である．
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10 ༮ஓԂにおける特別支援教育
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学習のポイント

1.	 	幼児教育・保育における発達課題の特徴，遊びの意義を理解しよう．
2.	 	障害のある子どもが集団のなかで過ごすための支援や配慮，関係機関との連携，保護者への支
援などを学ぼう．

ए尾ྑಙ先生（Ӊ෦߂子先生）ɹ��頁

༮ஓԂʹ͓͚Δ特ผ支援教育10

保育者

保育者という資格や職名は
ないが，一般的に幼稚園教
諭，保育教諭，保育士など，
幼児教育・保育に携わる職
員をまとめて保育者と呼ぶ．

ൃୡの課とࢠͲの特徴

発達の個人差や障害の有無にかかわらず，子どもが健全に発達していくため
には，栄養や睡眠，排泄などの生理的欲求が満たされ，衛生的で安全，快適に
過ごせる環境に加えて，子どもが周囲の人々や事物など環境と関わり，さまざ
まな経験をしていくことが不可欠である．初めに，乳幼児期の子どもの発達の
特徴や課題についてみていく．

人との関わり
人の子どもは生まれた直後から，人の顔や話し声を好み，他者からの働きか

けに反応するなど，他者と関わる欲求や能力を備えている．この欲求や能力を
基盤にしながら，周囲の人々とコミュニケーションを繰り返していくなかで，
子どもは生後半年くらいで特定の養育者（保護者や保育者など）に対して愛着
（アタッチメント）という養育者に対する絆，信頼感を形成する．愛着の形成
は，子どもの発達には不可欠のものである．人との関わりが適切になされず，
愛着が上手く形成されないと，発達の問題を生じることがある．安定した愛着

1

学習のポイント

を形成するためには，特定の養育者が子どもに継続的に関わり，子どもの感情

やシグナルに対して応答的に答えていくことが大切である．愛着が形成される
と，子どもは養育者が近くにいることで安心感を得て，周囲の環境を積極的に
探索することで，発達が促進される（安全基地）．

愛着は，保護者に対してだけでなく，保育者にも向けられる．保育者は，子
どもが安心感，信頼感をもって園での生活が送れるように，子どもに応答的，
共感的に関わり，子どもの思いを受け止めていくことが大切である．保育者と
安定した愛着を形成することは，園における安定した生活だけでなく，後の小
学校での適応にも影響することがわかっている．

環境との関わり
子どもは，人や物など周囲の環境に対して，積極的に関わり，それらを取り

入れていくことで発達する．身の回りにあるさまざまなものを触って感触を楽
しんだり，動かしてみて変化を楽しんだり，匂いや味を感じたりすることを繰
り返していくなかで，物の性質や特徴などを理解していく．また，周囲の人と
の関わりのなかで，他者との関わりや社会生活について学んでいくのである．

乳幼児が周囲の環境と関わる際に重要なのが，直接的で具体的な体験であ
る．ピアジェ（Piaget, J.）が，この時期を感覚運動期，前操作期と称したよう
に，乳幼児は，頭のなかでイメージしたり，目の前にない物について考えたり
する力がまだ十分に発達していない．自らが直接環境に働きかけて，その動き
や変化などを感覚として経験することが大切である．

発達の課題と発達の個人差
発達の課題（発達課題）とは，一般的にはそれぞれの発達段階で多くの人が経

験し，達成や習得をすべき課題のことで，この課題を適切に解決することで，
次の発達段階にスムーズに移行することができ，満足のいく人生を送ることが
できるものである．つまり，ある年齢段階で多くの人に共通し現れる発達の姿
に合わせて設定された課題といえる．

しかし，幼児教育・保育においては，発達の課題についてそれとは異なった
捉え方をすることが必要である．発達において必要とされる環境や経験は共通
しており，それぞれの発達段階において共通の課題がある程度共有されている
が，生まれもった資質や特性，それまでに育った環境などにより，発達には個
人差がある．何歳くらいに何ができるか，何に興味や関心をもつのか，環境と
どのように関わるのかは子どもによって異なっており，すべての子どもに同じ
時期に同じ課題が現れるわけではない．幼児教育・保育においては，一人ひと
りの発達の特性に応じた指導，援助をすることが求められる．そのため，発達

の課題を，一人ひとりの子どもの発達の姿，興味や関心，特徴に応じたその子

どものそのときの課題と捉えることが大切である．

生命の保持（生理的欲求の
充足や健康の増進），情緒
の安定といった，子どもが
生きていくための必要な援
助を，幼保連携型認定こど
も園，保育所においては養
護という（幼保連携型認定
こども園教育・保育要領，
保育所保育指針，2018）．

愛着の問題

乳児期にネグレクト（育児
放棄）を受けたり，養育者
が頻繁に変わるなど，不適
切な養育によって，他者と
の交流や感情の障害が生じ
ることがあり，反応性愛着
障害と呼ばれる．

幼稚園教育要領の総則にお
いて「教師は，幼児との信
頼関係を十分に築き…」と
述べられているように，幼
児教育は子どもとの信頼関
係を前提としている．

感覚運動期，前操作期

ピアジェは，人の発達を段
階に分けて，2歳までを感覚
運動期，2歳から就学前まで
を前操作期と呼んでいる．

安全基地

子どもが，愛着を向けてい
る養育者が近くにいること
で安心して，環境を探索し
ようとすることを，養育者
を安全基地にするという．

発達の課題

発達の課題として代表的な
ものにエリクソン（Erikson,	
E.H.）やハヴィガースト
（Havighurst,	R.）の理論があ
る．

発達の原理

発達の個人差に加えて，発
達の方向性，発達の連続性，
発達の順序性という発達原
理がある．
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ୈ 3 ෦ 教育対象の特徴と指導ํ๏の

特別な支援を必要とする子どもの増加
現在，幼稚園などにおいては，障害のある子どもや，診断はないが特別な支

援や配慮を必要とする子どもが増加している．幼稚園・認定こども園の68.4％
に障害のある子ども（障害や難病などの診断のある園児）が在籍しており，85.6
％に診断はないが支援や配慮が必要な子ども（障害や難病などの診断はないが
支援や配慮が必要と園が考える園児）が在籍している（表1ɾ2）．幼稚園などで
は，障害のある子どもや特別な配慮を必要とする子どもへの指導や支援のニー
ズが高まっているのである．

幼稚園などで診断を受けている子どもの障害の種別としては，表3のように
発達障害や知的障害の子どもが多いが，一部には肢体不自由や視覚障害，聴覚
障害などの子どももいる（是枝，角藤ら，2018）．子どもの障害や特性によって，
さまざまな対応が求められている．

ൃୡΛଅ͢ੜ׆༡ͼ

幼児教育・保育の基本的な考え方
次に，幼児教育・保育の基本的な考え方をみてみよう．幼児教育・保育は，「幼

児が身近な環境に主体的に関わり，環境との関わり方や意味に気付き，これら

2

表1  ༮ஓԂ・ೝ定 Ͳ͜Ԃにおいて障害難病
のஅのあるԂ児のਓの分

表2  ༮ஓԂ・ೝ定 Ͳ͜Ԃにおいて障害難病のஅ
ない͕支援ྀ͕ඞཁなԂ児のਓの分

区分 શ体 ཱࢲ 国ެཱ

�ਓ 29.4% 29.4% 29.4%

�ਓ 18.1% 16.7% 20.3%

�ਓ 14.5% 15.1% 13.4%

�ਓ 8.8% 9.2% 8.2%

� ʙ �ਓ 17.4% 15.9% 19.9%

� ʙ 9ਓ 5.0% 5.9% 3.5%

�� ʙ ��ਓ 3.5% 4.9% 1.3%

�� ʙ ��ਓ 0.8% 0.8% 0.9%

��ਓҎ্ 0.3% 0.3% 0.4%

ແճ 2.2% 1.9% 2.6%

区分 શ体 ཱࢲ 国ެཱ

�ਓ 10.4% 11.3% 9.1%

� ʙ �ਓ 43.4% 42.0% 45.9%

� ʙ 9ਓ 24.8% 24.3% 25.5%

�� ʙ ��ਓ 10.6% 10.8% 10.4%

�� ʙ �9ਓ 3.2% 3.0% 3.5%

�� ʙ ��ਓ 1.3% 1.3% 1.3%

�� ʙ �9ਓ 1.5% 1.1% 2.2%

��ਓҎ্ 0.8% 1.1% 0.4%

ແճ 3.8% 5.1% 1.7%

（関東学院大学．令和元年度文部科学省委託「幼児教育の教育課題に対応した指導方法等充実調査研究」 
特別な配慮を必要とする幼児を含む教育・保育の実践課題に関する実態研究. 2020．を参考に筆者作成） を取り込もうとして，試行錯誤したり，考えたりするようになる幼児期の教育

における見方・考え方を生かし，幼児と共によりよい教育環境を創造するよう
に努めるものとする」（幼稚園教育要領 第1章総則）とされており，生活や遊び
を通して教育・保育が行われている．

遊びの意義
幼稚園教育要領の総則において「幼児の自発的な活動としての遊びは，心身

の調和のとれた発達の基礎を培う重要な学習であることを考慮して，遊びを通
しての指導を中心として第2章に示すねらいが総合的に達成されるようにする
こと」と述べられているように，幼児教育・保育は遊びを通して行われるもの
である．幼児教育・保育における遊びは，一般的に用いられる遊びとは意味が
異なっている．小学校以上の学校や家庭においては，遊びは勉強や学習をして
いない余暇活動という意味で用いられることが多い．一方で，幼児教育・保育
においては，幼稚園教育要領に示されているように，遊びは「重要な学習」であ

り，乳幼児は遊びを通してさまざまなことを経験し，学び，発達が促されるの

であり，遊びこそが幼児教育・保育の本質であるといえる．
遊びを通しての学びについて，幼稚園における「泥んこ遊び」の事例から考え

てみよう．

表3   ༮ஓԂ・ೝ定 Ͳ͜Ԃ・อ育ॴにおいてஅをडけている子Ͳのঢ়گ

自閉スϖクτϥム障害 30.7%

知的障害 28.3%

注意欠陥多動性障害 11.9%

肢体不自由 6.3%

言語障害 5.7%

聴覚障害 3.3%

学習障害 2.0%

視覚障害 1.6%

ͦのଞ 10.3%

（是枝喜代治，角藤智津子ら．幼児期における特別なニーズのある子どもの支援に関する
研究．ライフデザイン学紀要．2018：13（3）．107−31.を参考に筆者作成）

幼稚園教育要領の総則第
2章に示すねらい

幼児教育・保育における保
育のねらいおよび内容は，
健康，人間関係，環境，言
葉，表現の5つの領域で示
されている．是枝喜代治，角藤智津子ら．

幼児期における特別なニー
ズのある子どもの支援に関
する研究.	ライフデザイン
学紀要．2018	:13（3）.	107–31.
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幼児教育・保育の基本的な考え方
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表1  ༮ஓԂ・ೝ定 Ͳ͜Ԃにおいて障害難病
のஅのあるԂ児のਓの分

表2  ༮ஓԂ・ೝ定 Ͳ͜Ԃにおいて障害難病のஅ
ない͕支援ྀ͕ඞཁなԂ児のਓの分

区分 શ体 ཱࢲ 国ެཱ

�ਓ 29.4% 29.4% 29.4%
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�ਓ 8.8% 9.2% 8.2%
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区分 શ体 ཱࢲ 国ެཱ

�ਓ 10.4% 11.3% 9.1%

� ʙ �ਓ 43.4% 42.0% 45.9%

� ʙ 9ਓ 24.8% 24.3% 25.5%

�� ʙ ��ਓ 10.6% 10.8% 10.4%

�� ʙ �9ਓ 3.2% 3.0% 3.5%

�� ʙ ��ਓ 1.3% 1.3% 1.3%

�� ʙ �9ਓ 1.5% 1.1% 2.2%

��ਓҎ্ 0.8% 1.1% 0.4%

ແճ 3.8% 5.1% 1.7%

（関東学院大学．令和元年度文部科学省委託「幼児教育の教育課題に対応した指導方法等充実調査研究」 
特別な配慮を必要とする幼児を含む教育・保育の実践課題に関する実態研究. 2020．を参考に筆者作成） を取り込もうとして，試行錯誤したり，考えたりするようになる幼児期の教育
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ͦのଞ 10.3%

（是枝喜代治，角藤智津子ら．幼児期における特別なニーズのある子どもの支援に関する
研究．ライフデザイン学紀要．2018：13（3）．107−31.を参考に筆者作成）

幼稚園教育要領の総則第
2章に示すねらい

幼児教育・保育における保
育のねらいおよび内容は，
健康，人間関係，環境，言
葉，表現の5つの領域で示
されている．是枝喜代治，角藤智津子ら．

幼児期における特別なニー
ズのある子どもの支援に関
する研究.	ライフデザイン
学紀要．2018	:13（3）.	107–31.
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ୈ 3 ෦ 教育対象の特徴と指導ํ๏の

夏のある日，保育者は園庭の一角の地面に水をまいて泥んこ遊びができる場所を作る．泥ん
こ遊び用の服に着替えた3歳児クラスの子どもたちが，園庭に出て泥んこのところに集まって
くる．初めは，子どもたちはおっかなびっくり泥の上を歩き，足の裏で泥の感触を確かめてい
るようだった．しばらくすると，子どもたちは泥んこのなかで，思い思いに遊び始める．足を
泥に何度も沈めたり出したりしている子，足首まで泥がついて茶色くなった足を，「靴はいて
るよ！」と言いながら保育者に見せてくる子，泥を手で握っていくつも団子を作っている子，
泥を使って自分のお腹に模様を描いている子，泥をお互いの体に塗り合って笑い合う子，泥の
ついた手を保育者の背中につけて手形をつけている子，どの子も楽しそうに遊んでいる．少し
離れたところで，Aくんがひとり静かに泥を触っていた．保育者が近づき声をかけると，Aく
んは，「こっちのほうが冷たいよ」と，木陰になっていた部分の泥を手に取って保育者のほうに
差し出してくる．

一見すると子どもたちは泥のなかでただ遊んでいるだけに見えるが，子どもにとって多
くの気づきや学び，学びにつながる経験がある．子どもは泥を触った感触や泥に沈む感
触を味わったり，泥が体につくという経験をするなかで泥の性質や特徴に気がつき，学
んでいる．また，泥で模様を描いたり，手形をつけるなど工夫して表現をしたり，どう
やったら上手く泥団子ができるかを考えたりと，試行錯誤する様子がみられる．さら
に，日向と日陰で泥の温度が違うことに気がついている子どももいる．このように，子
どもは，遊びのなかで，環境に主体的に関わり，人や物，自然などの特徴や性質に気づ
いたり，やりとりを楽しんだり，どうすれば上手くできるか工夫したり，自分なりに表
現したり，挑戦したりと，学びや学びにつながる体験をしているのである．保育者は，
子どもが豊かな遊びを展開できるように指導，援助をすることが求められる．

考えてみよう 環境を通しての指導，援助
幼稚園教育要領に，「幼稚園教育は，学校教育法に規定する目的及び目標を

達成するため，幼児期の特性を踏まえ，環境を通して行うものであることを基
本とする」と述べられているように，幼児教育・保育は保育者が子どもに直接
的に教えるものではない．乳幼児期は，自分の生活を離れて知識や技能を一方

的に教えられて身につく時期ではなく，直接的，具体的な体験をすることで発

達をしていく．したがって，保育者が直接的な指示や指導をするのではなく，
子どもがやってみたい，関わってみたいと思うような環境や，遊びが展開し，
豊かな体験が得られるような環境を構成し，子どもの発達を間接的に促すとい
う間接教育が行われるのである．

幼児教育・保育において，環境とは保育者や他児，地域の人々のような子ど
もの周りにいる人（人的環境），玩具や物の配置，場所の設定（物的環境），自然
の草木や生物などの自然物（自然環境），人びとの生活や暮らし（社会環境）を指
しており，保育者も子どもにとっての環境の一部とみなされる．子どもが主体
的に身近な環境に関わるように，子ども自らがやってみたい，面白そう，もっ
と経験したいと思えるような環境を構成することが求められる．

だからといって，子どもの興味関心に任せて，ただ遊ばせるということでは
ない．保育者は，子どもにしてほしい経験や活動について教育的な意図をもっ

て，子どもへの働きかけをしていく必要がある．一人ひとりの子どもの発達の
状況やこれまでの姿を踏まえて，今どのような体験が必要なのか，そのために
どのような工夫が必要なのかを考えて，計画を立てて，環境を構成し，指導，
援助をしていくのである．

障害のある子どもなどへの指導
障害のある子どもや特別な配慮を必要とする子どもへの指導においても，生

活や遊びを通して，環境を通して行われる．幼児教育・保育は，一人ひとりの
子どもに応じて行われるため，小学校以上の教育に比べて，障害のある子ども
などを他の子どもと区別することなく指導しやすいといえる．子どもの個人差
や障害の有無にかかわらず，子どもが主体的に，生活や遊びに取り組み，豊か
な体験ができる工夫をしていくことが求められる．一人ひとりの子どもの発達
や特徴，できることとできないことを見極めて，その子に応じた場所や道具の
設定，活動の提案，他児との関わりなどを設定していくことが大切である．た
とえば，先ほどの泥んこ遊びの事例では，着替えることが難しい子ども，着替
えや汚れることを嫌がる子ども，泥を触ることを嫌がる子どもなど，他の子ど
もと同様に活動に参加することが難しい子どももいる．そういった子どもがい
る場合は，着替えの援助をしたり，汚れないで遊べる場所を作ったり，泥んこ
以外の遊びができる環境を用意するなど，一人ひとりの特性に沿った指導や援
助が求められる．

学校教育法に規定する 
目的および目標

幼稚園の目的は，学校教育
法第22条において「幼稚園
は，義務教育及びその後の
教育の基礎を培うものとし
て，幼児を保育し，幼児の
健やかな成長のために適当
な環境を与えて，その心身
の発達を助長することを目
的とする．」と規定されてい
る．幼稚園の目標は，同法
第23条において5領域に相
当する5つの目標が規定さ
れている．

間接教育
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